
２０２４年度 学校経営方針 

 町田市教育プラン 24-28 

基本方針Ⅰ 
未来を切り拓くために 

生きる力を育む 

基本方針Ⅱ 
 

 

基本方針Ⅲ 
 
 
 

基本方針Ⅳ 
 
 
 

一人ひとりの多様な学びを推進する 
将来にわたり学ぶことができる 

環境を整備する 

 

地域とともに学ぶ力を高める 

○これからの時代に『必要な知識・技
能，思考力・判断力・表現力等，学
びに向かう力と人間性の育成』 

○町田ならではの『学び』の充実
（「えいごのまちだ」「ＩＣＴ教育」
「うたひびくまちだ」の推進，「放
課後」を利用した学力向上，「楽し
く運動する機会」の充実，いじめ防
止対策の推進，キャリア教育の推
進，） 

○『一人ひとりの能力、可能性を育て
る』（特別な支援を必要とする児童
への指導の充実，特別支援教室の設
置、充実，不登校児童への支援の充
実，生活困難家庭への支援として、
放課後学習支援の充実等） 

○『学校マネジメント力の強化』（『何
ができるようになるのか』という観
点から、『何を学ぶのか』『どのよう
に学ぶのか』をマネジメント。） 

○『学びのきっかけとなる機会の提

供』（町田市の歴史・文化に触れ、

地域の方々と触れ合う中での地域愛

の育成，子供読書活動の推進，朝読

書や読書月間（年 2 か月）の充実） 

○『保護者の学びや育ちを支援』（保

護者向けの学習機会の充実，家庭教

育支援の担い手の育成） 

○『共に育つ学校と地域の協働体制の
確立』（コミュニティー・スクール
の推進，地域学校協働本部の設置，
地域と連携した放課後活動の充実
「新たなまちとも」，多様な地域人
材の活用の促進） 

○『学習を“広げる・深める”を支
援』（地域での体験活動を通して，
地域への愛着や誇り、関心を育む、
同時に地域の方の生きがい） 

学校目標 
○よく考える子 ○思いやりのある子 ○元気な子 

【地域を学ぶ 地域で学ぶ 地域と学ぶ】 

― 山崎を愛する児童の育成 ― 
基本方針Ⅳ 施策２ 地域での学びを推進する 

学校経営の重点 

 

めざす児童像 

○最後まで諦めずに頑張れる児

童 

○自分と他の人を大切にできる

児童 

○元気あふれるたくましい児童 

○自分たちが住んでいる町を愛

する児童 

めざす教師像 

○認め合い、支え合い、学び合

う教師 

○一人一人の児童に寄り添い、

肯定的な児童理解に努める教

師 

○保護者，地域の願いを受け止

め、信頼関係を高める教師 

○教育公務員としての自覚 

めざす学校像 
○子供が笑顔でいる学校…子供が学ぶ喜びに満ちた楽しい学校 
○教職員が笑顔でいる学校…子供の学びを支え導き、指導者としての喜び

や充実感に満ちた楽しい学校  
○保護者・地域が笑顔でいる学校…通わせて良かったことを実感できる、

地域の誇りとなる楽しい学校 

めざす地域像 

○お互いが支え合える地域…行事や災害時など、お互いが協力して活動が

できる地域 

○生きがいがもてる地域…地域協働活動を通して、新たな学びややり甲斐                

がもてる関わりがある地域 

町田市立山崎小学校 
校長  畠中  勝美 

最後まで諦めずに頑張れる児童 
 
○基礎・基本の定着 

「分からない子をつくらない」 
 

・「学び合い」を取り入れた、楽しく「分かる･
できる授業」（授業をデザインする８つの取
組・ 町田市スタンダード授業改善シートを
取り入れた授業改善） 

・ICT による個別最適化されたドリル学習、及 
び家庭学習の定着（家庭学習のすすめ） 

・全校で行う、基礎・基本の定着のための
100マス計算・辞書の付箋紙法・ことばの
宝箱 

・ユニバーサルデザインに基づいた落ち着いた 
学習環境・教室環境の整備 

・算数科、能力別少人数指導 
・ベーシックドリルの活用・診断・補教 
・読書月間の実施と読書活動の充実。地域ボラ
ンティアおはなしぽけっとの「読み聞かせ」 

・教育ボランティアの積極的な導入 
・放課後を利用した学力向上のための「新たな
まちとも」 

 
○活用能力、探究する力の育成 
 
・問題解決的、課題解決的な学習の展開 
・地域で体験を重視した、総合的な学習の時間
の充実 

・地域人材、外部講師と連携する学習の推進 
・外国語活動（５・６年生７０時間、３・４年
生３５時間）の充実 

・ＩＣＴを活用した授業の展開（タブレット型
PC の活用） 

・放課後英語教室による英語に親しむ機会の充
実 

 
○感性を磨く教育の推進 
 
・地域に学ぶ機会の拡充 
・日本の文化や他の国々ついて理解を深める学
習や体験活動の推進（オリンピック・パラリ
ンピック教育の視点を生かした取り組み） 
・音楽、図工、家庭科において、表現のよさや
美しさを十分に味わう活動の充実を図り、美
的感性を育成 

自分と他の人を大切にできる児童 
 

○豊かな心を育成する 
温かな人間関係・信頼関係の確立 
 

・肯定的な児童理解（特別支援委員会の充実） 
・たてわり班活動の充実 
・下学年への学習発表会の推進 
・異学年で構成する委員会・クラブ活動 
・毎月の心のアンケートによる、児童理解 
・「ふれあい月間」の取組、年 2 回のいじめ早
期発見月間の取り組みの充実（クラス標語づ
くりと発表） 

・人権教育の推進（人権標語づくり） 
・特別の教科「道徳」の充実 
 （道徳授業地区公開講座での作文発表会） 
・言葉づかい指導月間の充実（ふわふわ言葉 
を使おう！） 

・地域教材の積極的な活用（「キャリア教育」
「ボランティア活動」「老人福祉施設訪問」
「食育」）実施形態を工夫して実施 

・さまざまな交流活動の推進（幼・保・中、保
護者・地域・障害のある方、高齢者等） 

 
○自尊感情を高め、自分と社会との関係や社会
の仕組み、自らの生き方を考える指導 

 
・一人一人が責任をもって行う当番活動 
・自分でも楽しく、他の人も楽しめる係活動 
・週ごとの看護当番制度による生活指導の充実 
・「交通事故ゼロ」を目指した、交通安全教室・
自転車教室の実施 

・「あいさつ」「規範意識の確立」（山小のルー
ル・ＳＮＳ山小ツールの徹底） 

・「不登校児童ゼロ」を目指した教育相談の充実
（ＳＣ、ＳＳＷ、専門機関との連携）  

・サポートルームとの連携強化による、一人一
人に寄り添った指導 の確立 

・キャリア教育の推進・キャリアパスポートの
充実（自己理解・自己管理能力、人間関係形
成・社会形成能力、課題対応能力、キャリア
プランイング能力） 

元気あふれるたくましい児童 
 
○心身ともに健康な 

生活習慣の確立 
 
・計画的な体力づくり（マッスルタイム）の充
実 

・運動の質と量、思考・判断、かかわりを大切
にした体育学習の充実 

・統一体力テストの結果に基づいた、体力課題
への重点的・継続的な取組 

・体力向上月間の充実（リズム縄跳び月間、大
縄跳び月間、ペース走月間）  

・外遊びの励行 
・地域行事への積極的参加（忠生マラソン祭） 
・家庭への啓発活動「食育」「早寝・早起き・朝
ご飯（基本的生活習慣）」 

・食育の推進（作物収穫・箸の持ち方教室・給
食の献立の工夫・子ども食堂との連携） 

・学校保健委員会の実施、保健だより等による
保護者や地域への意識啓発 

・病気やけがの予防に対する保健指導の充実 
 （薬物乱用防止教育・命の授業） 
 
○学校２０２０レガシーの推進 
   
・失敗を恐れず自ら行動を起こし、将来に向か
って自信と勇気を兼ね備えた児童の育成 

・障がいの有無、人種、言語等、様々な違いが
あることを理解し、共につながり、支え合っ
て生きていく力の育成（多様性の理解） 

・フェアープレイやチームワークの精神を育
み、心身共に健全な児童を育む 

・障碍者理解（４年生総合的な学習） 
 
○危機回避能力を高める指導の充実 
 
・防災・減災教育の推進（総合防災訓練、避難
訓練等の工夫・改善） 

・地域との連携を視野に保護者防災訓練の実施 
・安全教育の推進（交通安全・不審者対応等） 
・町田工科高校との連携（第二次避難場所） 
・地域の方に迷惑をかけない生活指導 

２０２４年度【地域を学ぶ 地域で学ぶ 地域と学ぶ】 ― 山崎を愛する児童の育成 ― 

○コミュニティースクールのために…・学校運営協議会協議会（年５回）・『新たなまちとも』運営協議会・青少年健全育成との連携強化・民生児童委員

との連携強化・自治会，町内会との連携・子どもセンターただＯＮとの連携・幼保小との連携強化・学校運営協議

会，町内会，PTA 及び山小サポーターズとの連携・協力強化 

○授業公開・協議会等の充実…・学校公開 ・学校説明会 ・道徳授業地区公開講座 ・セーフティ教室 ・学校保健委員会・ホームページ等 

○放課後子どもの居場所事業『新たなまちとも』の実施準備…・青少年健全育成・保護者・大学・老人会・町内会との連携による組織づくり  

○学校評価によるＰＤＣＡ…・保護者、教職員による学校評価 ・学校運営協議会による学校関係者評価  

○ボランティアコーディネーターとの連携…小中連携を視野に入れた職業体験体験（近隣商店、企業等）・地域の施設との連携や体験活動等における地

域人材情報提供や交渉の協力・キャリア教育・子ども食堂との連携による地域貢献 

 
【環境が人をつくる その環境は人がつくる】 

学校経営の土台 
 

 


